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オ カルテ ィズム とは、交霊術や精神 の物質化(エ ク トプ ラズ ム)現 象、心霊 写真 、な どに代表

され る、人間精神 のF知 られ ざる、か くされた(ラ テ ン語oeeultUsに 由来)」 一面 について探 ろ

うとす る―つ の文化現 象である。従来オカルテ ィズ ムは、伝 統的 な西洋神秘 主義や カバラの よ う

なユ ダヤ神秘主 義、そ してシュ タイナー的な人智 学 と混同 され た り、または 「幻想文学」 とい う

限 られた範 囲内で論 じられ るに とどま ってお り、文学研 究の場で は言及 され るこ とのあま りない、

非合理 な、思想 として片付 け られ ることが多かった とい えよ う。 しか しな が ら、近年、オカルテ ィ

ズム と世紀転換 期文学の 関係 について、文化史的 ・精神史的 、そ して文学史的 な関心が高ま りっ

つ あるの もまた事 実で ある。

オ カルテ ィズムを文学や文化 史と結びつけた著作 としては、す でに1993年 に、モ ニカ ・フィ

ックが 『感覚世 界 と世界霊 魂』 〔Fidk1993〕 にお いて、19世 紀後 半の一元論思 想 と科学 的な心

霊 研究 の関係 、そ して リル ケや ムー ジル、ホー フマ ンスタールの 文学作 品へ の影響 を論証 してい

る。また、おな じく90年 代には、ス トラスブール大学が独 仏共同 シンポジ ウムの記録 として 『神

話 と神秘 蟻 とモデルネ』 を出版 してい る 〔BaBler/Chate】lier1998〕 。 この論文集 では、 リン

ゼ のよ うなす でに…酩 な研 究者 による文化史的な研究 をは じめ 、カンデ ィンスキー の絵画 への影

響 や、ミュンヘ ン宇宙 論サ ークル とオカルテ ィズ ムの関連 な ど、文学や思想 に とどま らない多方

面にわたる論 文が収め られ ている。また、文化史の分野 では、ザ ヴィツキが 『死 者 とともに生 き

る』 〔SaWidki2002〕 において、啓蒙主義以後か ら世 紀転換期 までの ドイ ツ心霊 主義 の全体像 を

描 き出す ことに成功 している し、アメ リカの トライ テルは 、ほぼ同 じ時期を対象 としなが ら、さ

らにオカルテ ィズムの流行 とその杜会的影響につい ても論 じて いる 〔'llreite12004〕。 世紀 転換

期 ドイツにお け るオカル ティズムが注 目を集め る一っ の要因 と して、その後の 文化 的状況への影

響 、すなわ ちナチ ズム とのっなが りへの高い関心 があるわ けだが、この ことにつ いては、グッ ド

リック ―クラー クが 『ナチズムのオ カル ト的源泉』 〔Goodhd【 ―Clarke2004〕 において、 グイー

ド ・フォン ・リス ト、お よびランツ ・フォン ・リーベ ンフ ェル ス とい う代表 的なオカルテ ィス ト
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を取り上げつつ詳細に論 じている。近年の著作では、フランツ・ヴェゲナーがヒムラーのオカル

ティズムへの没入についてまとめている 〔Wegener2004〕。

以上のように昨今のオカルティズムをめぐる研究の活況について概観してきたが、本書 『オカ

ルティズムとモデルネ』は、このような先行研究に対してどのように独自の論を展開しているの

だろうか。次に具体的に本書の内容について述べたい。

本書は4章 で構成されているが、量的 ・内容的にみて大きく二つに分けることができよう。す

なわち論の前提として、オカルティズムの歴史的背景、そして世紀転換期 ドイツにおけるオカル

ティズムを論じた前半部、そして具体的に作家と作品を挙げ、オカルティズムの影響を読みとる

後半部である。前半部の第2章 においてピュトリクは、メスマーの動物磁気や、ライヒェンバッ

ハのオ ド理論のような18世 紀的なオカルティズムから、19世紀後半に飛躍的に発展した科学的

/疑 似科学的オカルティズムについてその概要を解説し、さらに代表的な論者とその業績につい

てまとめている。ここであげられているのは、ミュンヘンを中心に活躍 した在野の哲学者カー

ル ・デュ・プレル、そしてその盟友であつた神経科医アルベル ト・フォン・シュレンクーノッチ

ングである。文学的 ・哲学的背景を持ったデュ・プレルは、夢とポエジーの分析を通じて、人間

に詩的霊感を与えるのは人間精神の外にある何か(そ れは死者の魂でもあるし、世界を導く合目

的性ともいえる)で あると考えた。彼の思想は、雑誌 『スフィンクス』を通じて広く知られ、リ

ルケと書簡のやり取りをしたことから、その影響が論じられている。また、シュレンクーノッチ

ングは、神経科医として催眠術の実験を何度も行い、その.rに起こる霊媒の身体的変化や精神の

物質化現象について多くの著作を残した。シュレンク―ノッチングの名前はトーマス・マンやフ

ロイ トの著作に言及されているのを見ることができる。世紀転換期ドイツのオカルティズムにお

いて、彼らふたりの及ぼした影響は計り知れない。

さらに第3章 でピュ トリクは、ベル リンとミュンヘンにおける文学的モデルネとオカルティズ

ムの人的交流を明らかにしたうえで、シュラーフ、リルケ、 トーマス・マン、デーブリーンらの

作品とそこに見られるオカルティズムの影響について詳しく論証している。文学的モデルネとオ

カルティズムが結びっけたのは、一対一の単線的な影響関係だけではない。オカルティズムとい

う共通の問題系を通じて、これまであまり並べて論じられることのなかった作家たちが、新たな

連関を作り出すことになるのだ0

第3章 の後半では、多くの頁をリルケとデュ・プレルの思想的 ・モチーフ的なっながりが問題

となつている。ピュ トリクの読みによれば、初期リルケがデュ・プレルおよびそのオカルティズ

ムの思想から受けた影響は、のちの 『マルテの手記』や 『ドゥイノの悲歌』にいたるまで続いて

いるというの蔑 生と死の境界の喪失、あるいは世界内面空間における時間と空間の溶解といつ

たリルケ的世界認識は、デュ ・プレルの世界観と大いに類似点を持っている。問題は類似性の指
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摘 に と どま る も ので は な い 。第4章 にお いて 筆 者 が 述 べ る よ うに 、 ポエ ジ ー が 外 界 か ら、人 間 の

合 理 的 思 考 の 外 か ら与 え られ る、 とい うデ ュ ・プ レル と リル ケ が 考 え た よ うな オ カル テ ィズ ム の

言 説 は 、テ ク ス トの生 成 にお け る作 者 の 地 位 を 周 辺 へ と追 い や つ た とい え る。 そ れ は ロ ラ ン ・バ

ル トの 言 葉 を待 つ まで もな く、モ デ ル ネ 以 降 の 文 学 にお け る最 も重 要 な 問 題 を先 取 りす る もの で

あ つた 。本 書 に お い て ピ ュ トリクは 、世 紀 転 換 期 か ら現 代 に い た るま で 、わ れ わ れ の 文 学理 解 を

支 配 し続 け て い るモデ ル ネ の 諸 問題 に 、 新 た な 意 味 を付 与 す る こ とに 成 功 して い る。 た しか に 、

オ カルテ ィ ズ ム と同様 に人 間 心理 の外 側(裏 側)を 探 究 した 精 神 分 析 とオ カル トとの 影 響 な ど、

論 述 の不 十 分 な箇 所 もあ るが 、そ れ は この 研 究 分 野 全 体 の 課 題 で もあ る。少 な く と も本 書 は 、文

学 研 究 の新 た な 方法 として 、 今 後 さ らに 注 目を集 め る こ とに な るだ ろ う。

(Paderborn/M�(:hen:Sch6血gh2005)

参 考 文献

Baﾟler,Moritz/Chatellier,Hildegard駈s縁):Mystik,珈 魎 ㎜ 硲undModezne釦

Deutschlandum1900.Strasbourg1998.

Fick,MonikaSinnenweltundWeltseele.DiepsychophysischeMonismusinderLiteratur

derノ臧rhzusdertwende.Tiibingen1993.

(乗)odrick―Clarke,Nicho】as:TheOccult.石bo齢oプ ノ塘z舳.艶 αε`Aryanω 孟gandtheir

.Z加7z1θηα30η.Nazi、tdeology.Lρndon2004.

Sawicki,Diethard:Leben皿1渉{加7bten.GeisterglaubenunddieEntstehungdes

SpizstsmusinDeutschland1770-1900.Paderborn/M�chen/Wien/Z�ich2002.

Treitel,Co血ma:、46厘 初 α 伽 猛θ5b証OccultismandtheGenesis〔 漉 加6む ㎜a11躍 ∂伽,

Baltimore/London2004.

Wegener,FranzHeinrichHimmler.DeutscherSpizitismus,franz�ischerOkkultismusund

derRei'誼 ε翫r6εNorderstedt2004.

-116一


